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臨界現象の研究の歴史は長い.それを通 して得 られた認戦 は､分野による




限の古典のつ らなりを感 じさせるものが多かったように思 う｡




起 されて以来､1979年のスケー リング理論による躍進 を経て現在に至るまで研





だと思われる｡ その際､足場 となるような具体的な模型速が重婁 な指針 を与えて





子上に実現 される)｡ そのCriticalLineの存在に対応 して､図 1､2に見受けられ
るような現象がみられる｡ また､臨界点直上の波動関数 にMulti-Fractalが丸い出
さ.れているの もおもしろい｡以上のことがらは､その内在的 なしくみに対する理
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